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6．（編集） 本誌の編集は，社会学会選出の編集委員が担当する。
7．（執筆要領） 本誌への原稿提出は所定の執筆要領による。
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査読委員の任期は 1年とする。
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10．（投稿料）非会員は会費相当額を支払う。
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1．本誌に発表する論文等は，未発表のものに限る。
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5．原稿は英文タイトルを付して提出する。論文・研究ノート・資料については英文要約（約 180
語）を併せて提出する。

6．本誌に掲載された論文は，編集委員会の了承を経て他のメディアに掲載されることがある。
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なお，委員長を委員の互選で定める

4．会計委員 1名：評議員の互選による
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ただし，再任をさまたげない。
第 7条
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1．年額 5,000円

第 8条
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